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内の固視数で除することで得られる run count ratio (RC ratio)というパラメーターを導入した。




な差を認めなかった。RC ratio に関して、0°課題は 3 群間で有意な差を認めなかったが、
90°、180°課題は健常高齢群より MCI 群、AD 群で有意に高値であった。さらに、180°




































【目的】軽度の視空間認知機能障害を検出に有効な mental rotation 課題を作成する。さらに課題遂
行中の眼球運動を定量的評価し、MCI患者スクリーニング検査としての有用性について検証する。 
 






count ratio (RC ratio)をパラメーターとして導入した。MCI患者と健常高齢者の鑑別のため、
receiver operating characteristics (ROC)解析により RC ratio のカットオフ値を検討した。 
 
【結果】AD 患者は健常高齢者と比較して 90°、180°課題で有意に正答率が低く、すべての課題で反
応時間が長かった。一方、MCI 患者はいずれのパラメーターも他の 2 群と比較して有意な差を認め
なかった。0°課題の RC ratioは全被験者で 1未満であり、3群間で有意な差を認めなかった。健常
高齢者の RC ratioは、いずれの課題も有意な差を認めなかった。一方、MCI患者、AD患者の 90°、
180°課題の RC ratio は、0°課題の RC ratio より有意に高値であった。さらに、180°課題の RC 
ratioのカットオフ値を 0.47に設定すると、感度 80%、特異度 80%で MCI患者と健常高齢者を鑑別す
ることが可能であった。 
 
【考察】今回の結果から、MCI 患者と健常高齢者の鑑別には、180°課題の RC ratio が有用な指標で








おける MCI診断方法、今回視空間認知に焦点を当てた理由、Mental Rotation 課題を用いた理由、
RC ratio を解析に利用した理由など研究デザイン・結果の意味付けなど９項目の質問、第一副査の
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